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（要 旨） 

中島商店会コンソーシアムは室蘭市内唯一の百貨店が閉店した平成２２年、なかじ

ま、中島中央、シャンシャン共和国、中島西口の４商店街振興組合と中島商店会の５

団体によって、共同体を意味するコンソーシアムを発足させ、各種事業を進めてきま

した。 

２４年には「ふらっとホットな～る中島事業」（３カ年計画）が国の地域商店街活性

化法に基づく認定を受け、「回遊できる商店街」「コミュニティの場となる商店街」「多

世代が訪れる商店街」を目指しています。２８年は室蘭市から観光案内所の運営委託

を受け、観光客の商店街への取り込みも行っています。 

中島商店会コンソーシアムのキーワードは「連携」です。５団体による連携事務局

の設置や無料休憩所の「ふれあいサロンほっとな～る」を運営する一方、商学連携や

医商連携など、地域の特性を生かして、多くの団体との連携によって事業が展開され

ています。今後も「連携」が、商店街の活性化、マチづくりの鍵と考えています。 
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１. はじめに（１つのＳと４つのＣ） 

室蘭市の東に位置し、ＪＲ東室蘭駅西口側にある中島町の商店街は、なかじま、中

島中央、シャンシャン共和国、中島西口の各商店街振興組合と、中島商店会の５団体

からなり、加盟店は合わせて約２００店となっています。製鉄所の城下町として発展

し、昭和５０年代には丸井今井室蘭店や長崎屋中島店が出店、さらに近年は大型商業

施設のモルエ中島がオープンするなど、両隣の登別、伊達両市を含めた西胆振地方の

中心商店街として、認知されるようになりました。 

ところが室蘭市の人口は最盛期の１８万人から９万人へ半減、平成２２年１月には、

市内唯一の百貨店だった丸井今井が閉店し、個店への影響が懸念されるとともに、店

主の高齢化や後継者不足等によって、各団体の弱体化も心配されました。そこで各団

体のトップが集まり、出した結論が５団体の連携です。具体的には連携事務局の設置

と、空き店舗を使った無料休憩所「ふれあいサロンほっとな～る」（以下「ほっとな～

る」）の運営で、北海道の緊急雇用創出推進事業・商店街等連携活性化推進事業を活用

し、同年９月、中島商店会コンソーシアム（以下「コンソーシアム」）が発足しました。 

翌年３月までの半年間の間に、健康講座やカルチャー教室等各種事業を進め、さら

に商店街利用者のアンケート調査を実施し、利用者、市民から望まれる商店街の役割、

機能について「１つのＳと４つのＣ」を今後の運営の柱に据えました。 

「ほっとな～る」の役割では 

① Ｓupport（サポート）買い物客やお年寄りの休憩所、赤ちゃんの授乳・おむつ替

えの場所（赤ちゃんの駅）、不審者対策として児童などの駆け込み機能（こども

を守る家）等 

② Ｃommunity（コミュニティ）よりよい地域社会を築くため、サークル等各種市民

団体や個人が、誰とでも語り合えるコミュニティ機能の充実と、場所の提供 

③ Ｃulture（文化）各種展示会や文化教室の開催等、文化活動への場所提供や支援

地域の商業振興を図るためには 

④ Ｃhallenge（チャレンジ）空き店舗対策等を進め、新たな商業者を迎えるための

チャレンジショップの開設。人材育成のための各種研修会等の開催 

⑤ Ｃhain（チェーン）地域の商業振興、商店街づくりの先頭に立つ各商店街振興組

合や商店会と連携した事務局の設置－を据えました。 

さらにアンケートで市民から要望の高かったＣoncierge（コンシェルジュ＝まちの

案内所）の機能も加えながら、利用者、市民のため、商店街の賑わいづくり、まちづ
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であるコン
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アルバイトや買い物等で中島の商店街に訪れる機会の多いはずの学生が、「買い物は

していない」。商店街関係者、コンサル等とのやりとりの中で、教職員らを含めると３

千数百人の大学関係者から商店街は見放されているのではないか、魅力がないのでは

ないか、頭を抱えながらも、学生らの取り込みを考えることになりました。 

また、中島の商店街でもう一つ、特徴的なのは病院関係の多さです。製鉄記念室蘭

病院をはじめ、周辺を含めると、歯科を除いた病院だけで約２０あり、訪れる患者や

見舞客、医療従事者を合わせると、ほぼ毎日、２千数百人が中島の商店街を訪れる計

算になります。このことから活性化計画の具体的な事業については地域の特性を生か

した商学連携、医商連携を活動の柱の１つに据えました。 

全国商店街支援センターの現地マネージャー育成事業に参加し、全国各地の商店街

活性化事例も参考にしながら、約１０カ月間をかけ出来上がった平成２４年度から２

６年度まで３カ年の活性化計画「ふらっとホットな～る中島事業」は、「回遊できる商

店街」「コミュニティの場となる商店街」「多世代が訪れる商店街」を目指すことにな

りました。 

具体的な事業としては約１０年間続いている無料買い物バス「お元気号」（２カ月に

１度３路線を運行）に合わせ行っている「お元気講座」をはじめ、各種「ほっとな～

る講座」の開講。「商店街を回遊してもらう事業」では一店逸品運動に合わせたスタン

プラリーや、ミニまち歩きツアーの実施、学生が集まる商店街づくりでは、学生によ

る商店街の魅力発信事業等を掲げました。 

「ふらっとホットな～る中島事業」は平成２４年４月、法人格を持つ４商店街振興

組合連名で、北海道経済産業局から地域商店街活性化法に基づく活性化計画に認定さ

れ、いよいよ活性化事業がスタートしました。 

 

３. 事業の実施（催事数約１００件の年も） 

活性化計画の認定に合わせ、２４年度は国の中小商業活力向上事業を活用すること

にしました。計画の認定を受けたことで補助率は２分の１から３分２に引き上がりま

す。具体的には、商売の基本に立ち返るための「おもてなし心得３か条」の制定と、

セミナーの開催、商学連携事業として雑誌を置き閲覧してもらう「まちなかライブラ

リー」の開設や、学生制作の２種類のマップ作り。商店街を回遊してもらう事業とし

て、一店逸品運動の展開とスタンプラリーの実施等を進めました。 
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10)        市
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等の補助事業
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くり、２６年度は展示用ボードの設置や、赤ちゃんの授乳やおしめを取り換える

「赤ちゃんの駅」の改修、２７年度は子供用「段ボールハウス」の設計・設置等

子育て事業に力を入れ、２８年度もＱＲコードを活用して外国人観光客向けに中

島町のお店を紹介する等、毎年学生と一緒になった取り組みを行っています。ほ

とんどが大学や室蘭市の補助、助成制度を活用していますが、今年５年目となっ

た「まちなかライブラリー」については３年目以降、コンソーシアムが独自に補

助しています。 

 学生との商学連携事業ではこのほか、室工大の公式サークルであるビブリオバ

トル部が「ほっとな～る」で定期的にイベントを続けています。お気に入りの本

を５分間の持ち時間で紹介する書評合戦の「ビブリオバトル」は、プレゼン能力

を高める効果もあり、全国の大学に広がっています。室工大のビブリオバトル部

についても活動を続けるうちに社会人中心のサークルもできるようになり、２６

年からは留学生らも参加して「ビブリオバトル世界大会」が毎年開かれています。

このほか、華道部の展示や、ロボット、ロケット関係サークルの発表、展示等も

行われています。ワークショップで「商店街で買い物をしますか」の質問に「ほ

とんどしない」と答えていた学生も、交流が続く中で、コーヒー豆や、教官への

記念品を購入する等、それなりに商店街を利用していることが分かりました。商

学連携事業は今後もさらに進展するものと思っています。 

 もう一つの特性を生かした医商連携事業は、コンソーシアムが発足した平成２

２年１０月から製鉄記念病院関連で、室蘭市から業務委託を受けている地域包括

支援センター「憩」と協力して、毎月１５日ころに介護や健康関係の「お元気講

座」を開いています。また、２４年度から２７年度までは室蘭市医師会、室蘭歯

科医師会、北海道薬剤師会室蘭支部の協力を得て、地元の医療関係者が講師と

なって年４回、健康講座を開いており、「お元気講座」を合わせると６年間で 

７０回以上にものぼります。中島町では病院の開業がまだ続いており、今後も医

商連携事業の充実を図っていく考えです。 

 

５. 広報（発信）と数値での評価 

コンソーシアムの存続を決めた後、活動を商店会員、組合員に詳しく知ってもらわ

なければ、さらなる存続は難しくなると考え、２４年４月から、広報誌ともいえる「こ

んそ通信」を毎月２５日に発行しています。５０号までは新聞風、５１号からは手書
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き風の通信で、現在６５号を数え、ファックスや手渡しで約２００人の会員、組合員

に届けています。また、同じ年度から国の補助事業等を活用してホームページを開設、

コンソーシアムの活動や「ほっとな～る」の催事予定等を掲載し、毎月３、４回は更

新しています。年間アクセス数は約１万件にとどまっていますが、ユーザーの９割以

上が室蘭市以外の市町村で、地元を離れた人が故郷の出来事を知るのに役立てている

のもうかがえます。 

また、「お元気講座」をはじめ、各種の催事の前には報道機関１５社が加盟する室蘭

市の記者クラブに報道を依頼。そのお知らせや当日の催事の様子の記事掲載、さらに

ラジオ放送等にも流してもらい、その数は年間で１００本前後にのぼり、コンソーシ

アムの活動を広く市民に周知しています。「ほっとな～る」を訪れる利用者は年間１万

３千人から１万４千人台ですが、中身として市民の中にもこの６年間でかなり定着し

たものと考えています。 

 

     

 

このほか、収益事業をからめ２５年度から毎月１回、異業種交流の「居酒屋塾こん

そ」を開催、毎月講師を変えて交流を深めるとともに、コンソーシアムの存在感を広

めることにも役立っています。２８年９月には４２回目を迎えました。 

評価については日常の商店街利用者、商店街関係者の聴き取りのほか、数字による

評価も加えています。特に通行量調査については、商店街の活性化計画を策定準備中

      コンソ通信１号                コンソ通信 64 号 
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の平成２３年から毎年１０月に休日と平日の２日間、５か所で調査を実施しています。

最初の年は、調査日が丸井今井室蘭店の跡地にできたヤマダ電機のオープン直後にぶ

つかってしまい、その影響を受けたこともあって２、３年目の通行量（歩行者）は減

少傾向でしたが、４、５年目から増加傾向に転じ、２７年はヤマダ電機のオープン直

後にほぼ回復しました。 

もっとも唯一の百貨店だった丸井今井が営業していたころと比べると当然のように

通行量は減っています。 

商店街の空き店舗状況、「ほっとな～る」の来訪者数・催事数、一店逸品運動実施後

のアンケート調査による各店の売り上げ状況等、一応、数値にできるものは、できる

だけ数値で評価をするように心がけています。 

 

６. 課題（財政面と運営費の確保） 

今後の課題で最も重要なのが財政面、運営費の捻出です。初年度の半年間は北海道

の緊急雇用創出推進事業を活用し、人件費をまかなうことができましたが、２年目以

降は人件費を補助してくれる国や北海道の事業はなく、自前での調達となります。コ

ンソーシアムを構成している５団体が事務委託費等で負担する一方、チャレンジショ

ップ（物販、飲食）の出店料、市民の手作り作品を展示・販売するレンタルボックス

の使用料・手数料、「ほっとな～る」での催事や会議、展示の際の利用料等が主な財源

ですが、家賃、人件費、光熱費等で年間数百万円かかる運営費をまかなうには到底足

りません。 

そこでコンソーシアムの継続を決めた２３年度から、サポーター制度を設けました。

商店街を中心に１口１万円でサポーターを募り、毎年３０口から４０口が集まります。

屋外にあるコンソーシアム設立の経緯等を書いた看板に１年間、サポーターのお名前

を掲載します。また、別にサポート企業広告を募って２～１０万円で看板を掲げても

らい、サポーター、サポート企業の収入は年間で１００万円を超えるようになりまし

た。 

さらに「ほっとな～る」の家賃、光熱費の一部を助成してくれる室蘭市の制度も２

３、２４年度のうち１年８カ月利用しましたが、期間が決められています。２５年度

以降は、事業費は別として運営費はすべて自主財源でまかなわなくてならず、構成団

体の負担も限度を超える状況になってきました。 

それでも２８年度は室蘭市が中島町へのホテルの進出や観光客の増加に伴い「ほっ
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